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1 【信号機に青矢表示、設置のお願い】
　音羽町町内会

　緑町２条線から36号線（中野跨線橋）右折時に（青の
矢印）必要です。
　昨年も要望いたしましたが国道236号線緑跨線橋完
成（昨年12月）後に交通状況等を勘案しておられること
と思いますが、

①現状は右折車の渋滞ですが特に通勤時間帯（12台
程度）です。
②交通事故が多発しております。
③人身傷害事故になったら大変です。

　以上、国道（開発局&公安委員会）等のお手配をお願
いいたします。

　御要望の緑町２条線と国道36号線が交差する交差点
での右折矢印の設置につきましては、北海道公安委員
会の管轄となるものでございます。
　昨年も頂いた御要望でございますが、苫小牧警察署
との協議では、「右折矢印の設置により、交差する国道
36号線の更なる渋滞が懸念される」等の問題点が指摘
されており、現在も継続的に協議を行っているところで
ございます。
　また、右折矢印の設置には、右折帯の確保が必須で
あり、道路改良も必要となりますが、道路管理者も市と
北海道開発局と異なることから慎重な対応が必要でご
ざいます。
　今年開通予定の中央インターチェンジによる交通量
の変化等に注視しながら、今後も、関係機関や関係部
局と協議を行ってまいりたいと考えております。

C 市民生活部
　市民生活課

2 【双葉町１号公園トイレの件】
　双葉町町内会

　男子小便器並んで用を足すのであるが、仕切りがなく
隣に人が来た場合、体裁が悪い。
　文化的視点からも、仕切りが必要ではないか。検討願
いたい。

　現状の男子小便器は、市内の公園トイレで採用されて
いる一般的な構造のため、使用できるうちは現状の小
便器を御利用いただきたいと考えております。今後、故
障や破損により男子小便器の取替えが必要となった場
合には、改善に向けた検討を進めてまいります。

B 都市建設部
　緑地公園課

令和２年８月25日（火）　住吉コミュニティセンター

令和２年度　まちかどミーティング町内会からの要望事項

1



要望
番号

要　望  事  項 取 組 状 況 等
反映
区分

担 当 部 課

3 【会館整備の補助に追加項目】
　住吉泉町内会

町内会館の保守整備の補助制度は元年度変更にな
り大変使いやすく感じています。当町内会館の補助金
を利用して照明のLED化を実施しました。
　高齢化に合わせたトイレ周りの改修等を徐々に進めて
いきたいと考えています。さて、役員の高齢化での会館
内のイベント準備の負担の増加もあります。
　会議テーブルの設営・撤収も負担になっています。
キャスター付テーブルへの入替えを早急にとの声もあり
ます。
　そこで、会館の会議テーブル・椅子の備品(物品)の購
入を認めて頂きたい。小修繕の範囲で結構です。
　町内会が役員の高齢化になっている中、高齢化対策
としてお願いしたい。

　会館補助金につきましては、老朽化に伴う改修工事を
補助することを目的としており、これまでにも利用しやす
いよう制度の拡充を行ってまいりました。
　今後も他町内会の会館の改修が多く見込まれており、
会館の改修を重要とする継続的な補助金の活用のた
め、補助制度につきましては現状のとおりと考えており
ます。そのため、備品購入等におかれましては、住民組
織活動助成金の御活用などの工夫の上で御対応して
いただきたく考えております。
　なお、現在、各町内会に御案内している（一財）自治
総合センターが実施する一般コミュニティ助成事業で
は、助成対象となる備品もございますので、御相談いた
だければと考えております。

B 市民生活部
　市民生活課

4 【民生委員のサポーターの制度の検討のお願い】
　住吉泉町内会

民生委員の人選には毎回苦労しているところです。70
才までお仕事をしている方が増える中、町内会役員・民
生委員を探すのは一苦労です。
　若い世代にお手伝いをして頂きたくても今のままでは
負担が大きく依頼する方も無理ではないかと感じます。
　千葉県千葉市には民生委員協力委員制度という制度
があり民生委員さんと協力して活動する仕組みになって
います。これであれば少しは若い世代にも受け入れら
れ、民生委員さんの次期候補としても人選しやすく感じ
ます。
　この制度が千葉市でどれだけの成果を上げているか
はわかりませんし、民生委員を探すのに苦労していて
協力委員も探せるのかはわかりません。
　現職民生さん・退任された方々のご意見を頂いてご検
討をお願いします。

　民生委員のサポーター制度につきましては、民生委
員の活動負担軽減を目的として、千葉県千葉市の他、
導入している自治体が複数ございます。千葉市では令
和元年度の一斉改選において、定数に対して2.6％程
度の方がサポーターから民生委員として委嘱を受けて
おります。サポーターの実態としては民生委員の御家
族や退任者の方も多く、今後、制度の課題についても
洗い出しを行っていく必要があると伺っております。
　苫小牧市民生委員児童委員協議会からも、サポー
ター制度のメリット、デメリットを把握する必要があるとの
御意見を頂いており、市としましても制度導入都市の状
況も含め、民生委員の担い手の確保につながるような
事例の調査研究に努めてまいります。今後も町内会、
苫民児協の御意見を伺いながら、様々な角度から民生
委員の確保の方策について検討してまいりたいと考え
ております。

C 福祉部
　総合福祉課
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